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研究成果の概要 

 

本年度は、３つの研究項目について、それぞれ下記の成果を得た。 

（1）構成単位としての超原子の創出と評価： 正二十面体型超原子 Au13 を基盤プラットフォームと

して、多様な異種原子（Rh, Ir, Ni, Pd, Pt, Cd, In）を位置・個数選択的にドープする方法を確立し、

電子構造および（円偏光）発光特性に対するドーピング効果を明らかにした。高分子で保護された

新規の魔法数超原子Au38およびAu23Pd1の選択合成に成功し、量子化学計算と収差補正透過

電子顕微鏡観察を駆使して原子構造を評価した。金超原子の担持触媒については、高耐久化を

目指して、担体と配位子間の多点相互作用を用いた新たな固定化法を開発した。ベンジルアルコ

ールの空気酸化をモデル反応として、これらの超原子の構造と触媒性能や反応機構の相関を明ら

かにした。以上の知見は、超原子の光学的・化学的性質の制御に向けた設計指針を与えるもので

ある。 

（2）超原子分子の標的合成と構造物性相関の確立： N ヘテロ環状カルベンを保護剤として用い

て、欠損二十面体型超原子 Au12(8e)が、3個の水素原子で架橋された新規超原子分子 Au24(16e)

を合成し、CO2 の電気化学還元触媒として働くことを示した。異核超原子分子 PdAu21 を融合法に

よって合成し、気相光電子分光法と理論計算によって電子構造を精査することで超原子の結合論

に対する理解を深めた。 

（3）超原子集積体の構築と新物性の探索： 超原子の会合や配列を可能とする連結部位をもつ新

規超原子の合成に成功した。 
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